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９
月
19
日
未
明
、
連
日
「
安
保
法
案
反 

対
」
「
強
行
採
決
反
対
」
を
叫
ぶ
デ
モ
隊
が 

取
り
囲
ん
だ
国
会
の
参
議
院
本
会
議
場

で
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
し
た 

戦
争
法
案
の
「
安
全
保
障
関
連
法
案
」
が
、 

怒
号
が
飛
び
交
う
大
混
乱
の
中
で
強
行
採 

決
さ
れ
、
つ
い
に
同
法
案
は
成
立
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
っ
て
戦
後
70
年
間
「
日
本
国
憲

法
」
の
も
と
で
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
世
の

中
で
経
済
成
長
を
成
し
遂
げ
て
き
た
日
本

も
、
「
世
界
中
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ア
メ
リ

カ
と
共
に
戦
争
が
出
来
る
国
」
へ
と
大
き

く
転
換
し
ま
し
た
。 

   

Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
は
、
こ
の
間
「
福 

島
と
沖
縄
を
忘
れ
な
い
」
取
り
組
み
と
共 

に
、
国
会
を
中
心
と
し
た
「
安
保
関
連
法 

案
」
と
「
労
働
法
制
改
悪
」
反
対
の
闘
い 

に
も
、
Ｊ
Ｒ
総
連
や
東
労
組
の
組
合
員
、

９
条
連
や
退
職
者
連
合
の
仲
間
達
と
共
に 

闘
っ
て
き
ま
し
た
。 

そ
の
闘
い
の
中
で
、
当
初
は
若
い
学
生

や
市
民
団
体
の
参
加
者
が
中
心
だ
っ
た
反

対
運
動
も
、
国
会
が
緊
迫
す
る
に
つ
れ
て

労
働
組
合
旗
も
多
く
な
り
国
会
周
辺
は
参

加
者
で
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
る
程
で
、

60
年
安
保
闘 

        

60
年
安
保
闘
争
を
彷
彿
さ
せ
る
雰
囲
気

が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。 

   

Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
は
、
こ
の
「
９
月
19
日
」

を
絶
対
に
忘
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
重
要
な
法
案
に
も
関
わ
ら
ず
、
乱
暴
に
も

一
本
の
法
案
に
し
、
し
か
も
首
相
自
ら
ヤ

ジ
を
飛
ば
し
た
り
質
問
を
は
ぐ
ら
か
す
等
、

下
品
で
不
誠
実
な
態
度
で
成
立
さ
せ
た
憲

法
違
反
の
「
安
全
保
障
関
連
法
」
を
絶
対

に
認
め
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
子
供
や
孫

の
た
め
に
、「
戦
争
法
」
の
廃
止
を
求
め
て

闘
っ
て
行
き
ま
す
。 

   

安
倍
内
閣
の
次
の
狙
い
は
、「
世
界
中
い 

つ
で
も
ど
こ
で
も
ア
メ
リ
カ
と
共
に
戦
争

が
出
来
る
国
」
に
な
っ
た
締
め
く
く
り
と
し
て
、

憲
法
９
条
を
無
く
す
「
憲
法
改
正
」
で
す
。 

従
っ
て
、
来
年
夏
の
参
議
院
選
挙
で
そ

れ
を
可
能
に
す
る
２
／
３
の
議
席
を
改
憲

勢
力
が
占
め
る
の
か
、
９
条
を
守
る
護
憲

勢
力
が
勝
つ
の
か
が
重
要
な
闘
い
と
な
っ

て
き
ま
す
。 

全
Ｏ
Ｂ
会
員
の
総
力
で
「
た
し
ろ
紹
介

者
カ
ー
ド
」
の
取
り
組
み
を
成
功
さ
せ
、

国
会
活
動
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。 
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9月15日13時より、「生き生きと安心して暮らせる社会をつく

ろう」のスローガンで退職者連合主催の「2015 全国高齢者集会」

が、全国から2000名を結集して日比谷公会堂で開催されました。 

集会で阿部会長は「戦後７０年、安倍政権の下で再び平和の岐路

に立たされている」「退職者連合は、労働諸法制改悪と安保法制に反

対し、連合と共に行動する」と訴えました。集会では「憲法の理念

を空洞化し、国民の暮らしを丌安に陥れる安倍政権と厳しく対峙す

る」との集会アピールを採択し、今回初めて国会に向けて怒りのデ

モ行進を貫徹しました。 

ＪＲ東労組ＯＢ会は、前日の「ＪＲ総連ＯＢ連絡会拡大幹事会」

に参加した各単組ＯＢ会の仲間と共に参加しました。集会終了後は、

日比谷公会堂から国会へ向けて「若者を戦場に送る安保法案反対！」

の横断幕を掲げながら 

「安倍政権の暴走を 

許すな」「戦争させな 

い」などの怒りのシ 

ュプレヒコールを響 

かせながら、堂々の 

行進を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

9 月 14 日群馬県みなかみ町のホテル「聚楽」で、ＪＲ総連

ＯＢ連絡会の拡大幹事会が 62名の参加者で開催されました。 

まず前段で、13時 45分よりたしろ参議員より「安保法案」

が山場を向かえている「国会情勢」の報告を受けました。 

14時 50分から川端副会長を座長にして「ＪＲ総連ＯＢ連絡

会拡大幹事会」が開催され、大熊会長は、「たしろ紹介者カード」

の取り組みに全力を上げると共に、ＯＢ会活動から逸脱した一

部の会員の行為は許さないと挨拶しました。 

来賓の武井総連委員長からは、現役が直面している「たしろ

かおる紹介者カード」の取り組みの厳しい現実が話されました。 

その後、伊藤事務長より一年間の取り組みの経過報告があった

後、各単組ＯＢ会と九州地協の仲間からの活動報告がありました。 

ＪＲ東労組ＯＢ会からは古川会長が発言し、各単組ＯＢ会か

らも「紹介者カード」の目標数を決めて取り組む決意表明等が

ありました。 

懇親会では、全国の仲間と旧交を温め合いながら、たしろ議

員の国会活動を応援する決意を固めました。 

＝ 新しく選出された役員の皆さん ＝ 
会 長 大熊 勝明（ＪＲ東労組ＯＢ会） 幹 事 佐藤 有二（ＪＲ北海道労祖ＯＢ会） 

副会長 川端    実（ＪＲ貨物労ＯＢ会） 幹 事 文中  惠（ＪＲ西労ＯＢ会） 

副会長 田中 栄六（ＪＲ東海労ＯＢ会）  幹 事 中村 靖治（ＪＲ貨物労祖ＯＢ会） 
事務長 伊藤 義男（ＪＲ東労組ＯＢ会） 

 

 

 

退職者連合主催「2015 全国高齢者集会」 

安倍の暴走に怒りの国会デモを貫徹！ 
 

首相官邸前交差点を行くＪＲ総連ＯＢ連絡会 

ＪＲ総連ＯＢ連絡会拡大幹事会報告 

「たしろかおる紹介者カード」に全力を！ 

  

 

  

＝
廃
止
求
め
て
、
来
夏
の
参
院
選
が
焦
点
に
＝ 

    

怒
号
の
中
で 

闘
い
の
広
が
り 

悔
し
さ
を
忘
れ
ず
に 

狙
い
は
憲
法
改
悪 



 
                 

 

                 

   

                                       

                                        

                                         

                                

今
月
は
、
東
京 

地
本
Ｏ
Ｂ
会
の 

斉
藤
幸
一
さ
ん 

を
紹
介
し
ま
す
。 

斉
藤
さ
ん
は
、
車
掌
を
し
て
い
た 

現
役
時
代
か
ら
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い 

る
地
本
文
化
展
の
「
そ
ば
道
場
」
の 

指
南
役
を
、
長
年
に
亘
り
熱
心
に
や
っ 

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
何
で
も
小
さ

い
頃
か
ら
家
族
が
打
っ
て
い
る
の
を 

見
て
覚
え
た
そ
う
で
す
。
斉
藤
さ
ん
が 

指
導
す
る
そ
ば
づ
く
り
は
、
優
し
く
丁 

寧
で
し
か
も
女
性
や
子
供
に
も
分
か
り
や 

斉
藤
さ
ん
は
、
現
在
新
宿
支
部
Ｏ
Ｂ 

会
の
幹
事
を
担
い
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

相
川
さ
ん
は
車
掌
を
し
て
い
た
鴨 

川 

輸
区
を
退
職
し
た
後
は
現
在
市
か
ら 

         

す
く
、
〝
好
々
爺
″
ぶ
り
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。 

斉
藤
さ
ん
は
、
現
在
新
宿
支
部
の
Ｏ
Ｂ
会

の
幹
事
を
担
い
活
躍
し
て
い
ま
す
。
定
例
の

会
議
で
は
「
た
し
ろ 

か
お
る
」
紹
介
者
の

上
積
み
に
苦
労
し
な
が
ら
も
、「
も
っ
と
皆
ん

な
に
も
拡
げ
る
取
り
組
み
を
す
る
べ
き
」
と 

  発
言
し
て
い
ま
す
。 

先
日
は
代
々
続
く
旧
家
の
蔵
か
ら
、
70
年 

前
の
「
軍
人
手
帳
」「
軍
票
」「
慰
問
袋
」
な
ど

が
出
て
き
た
と
、
地
本
の
平
和
教
育
に
も
協 

力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 さ
か
の
ぼ
り
、
当
時
荒
れ
放
題
だ
っ
た
花 

 

ま
た
今
年
５
月
に
開
催
し
た
地
本
Ｏ
Ｂ
会 

  

会
の
事
務
局
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
と
な
っ 

て
運
営
に
携
わ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 

昨
年
は
、
Ｊ
Ｒ
６
社
共
催
の
Ｄ
Ｃ
キ
ャ 
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ま
た
多
趣
味
の
斉
藤
さ
ん
は
、
ド
ン
グ
リ
の 

育
苗
作
業
に
も
汗
を
流
し
た
り
、
５
月
に
開
催

さ
れ
た
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
ゴ
ル
フ
交
流
会
で
は
、

他
の
追
随
を
許
さ
な
い
ス
コ
ア
ー
で
優
勝
も
し 

ま
し
た
。
体
は
小
柄
で
も 

運
動
神
経
は
抜
群
で
、 

年
齢
を
感
じ
さ
せ
な

い
若
さ
で
す
。 

「

な

ん

た

っ

て

好
き
な
事
を
す
る
の

が
一
番
さ
」
と
笑
顔
で 

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

（
久
喜
市
在
住
・
斉
藤 

幸
一
・
64
歳
） 

    

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

東京地本ＯＢ会 

ソ
バ
打
ち
〝
好
々
爺

こ
う
こ
う
や

〟 

   

 

      

第
12
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
が
９
月

24
日
～
25
日
、
盛
岡
地
本
宮
古
地
区
に
於

い
て
、
秋
田
地
本
Ｏ
Ｂ
会
10
名
、
仙
台
地
本 

Ｏ
Ｂ
会
10
名
、
盛
岡
地
本
Ｏ
Ｂ
会
14
名
、

そ
し
て
被
災
し
た
会
員
６
名
が
参
加
し
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

交
流
会
の
目
的
は
、
３
・
11
か
ら
４
年
６

ヶ
月
が
経
過
し
、
依
然
と
し
て
被
災
地
の
復

興
が
進
ま
な
い
中
で
、
家
屋
の
改
築
・
新
築

を
し
た
会
員
も
含
め
、
今
な
お
仮
設
住
宅
で

丌
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
Ｏ

Ｂ
会
員
を
激
励
す
る
と
共
に
、
た
し
ろ
議
員

の
国
会
活
動
を
応
援
す
る
た
め
に
、
東
北
三

地
本
Ｏ
Ｂ
会
が
団
結
を
固
め
る
事
で
し
た
。 

第
一
部
は
、
「
た
し
ろ
か
お
る
参
議
院
議

員
の
活
動
」を
紹
介
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
賞
し
、 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
古
川
会
長
か
ら
挨
拶
を
受
け

た
後
、
準
備
を
し
た
盛
岡
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
小

田
島
会
長
と
釜
石
支
部
下
平
委
員
長
の
歓

迎
の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。 

                         

 

たしろかおる参議員の活動を 

紹介したＤ Ｖ Ｄ です。 
 

  ＯＢ会員や友人･知人と観ましょう 

   （上映時間  19分 44秒） 
 
    お申し込みは、各地本ＯＢ会まで 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8月 30日「戦争させない･９条壊すな！総がかり行動」が、100万人規模で全

国で行われました。新潟県内の各地でも集会やデモが行われ、総勢 50数名のＯ

Ｂ会員が参加し、全国の仲間と共に「反対」の怒りの声をあげました。 

《新潟地区》 小雨が降る中、中央区の西大畑公園に 2000 名が集まり、「戦

争法案絶対反対」「安倍内閣は直ちに退陣」と、シュプレヒコールで市民に訴え

ました。ＯＢ会員は 18名参加しました。 

《上越地区》 上越市かに池公園に 700 余名が集まり、上越市役所までデモ

行進しました。この行動の呼びかけ団体には直江津支部ＯＢ会も名を連ね、10

数名のＯＢ会員が参加し、この日の行動の成功の一役を担いました。 

またこの日は、新発田市や魚沼市、南魚沼市でも集会とデモが行われ、ＯＢ

会員も多数参加しました。 

 《長岡地区》 9 月 5 日南町公園に 550 名が集まり、30 名のＯＢ会員と９条

連の仲間が参加しました。この長岡では、一昨年の 12 月以降平和４団体（9 条

連も参加）で毎月ビラ配りと街頭行動を行い、7 月からは毎週土･日に「安倍政

治を許さない」の看板をかかげる 

「スタンディング行動」を行って 

います。 

 新潟地本ＯＢ会は、これからも 

子や孫の代に禍根を残さないよう 

「声」を出し続けていきます。 

 

 

 

      

そ
の
後
、
被
災
し
た
６
名
の
会
員
が
紹
介
さ

れ
、
被
災
者
を
代
表
し
て
釜
石
支
部
Ｏ
Ｂ
会

幹
事
の
藤
沼
久
人
さ
ん
が
、
「
頑
張
っ
て
い
る
Ｏ

Ｂ
会
員
の
現
状
報
告
」
と
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ

会
に
よ
る
今
日
ま
で
の
支
援
に
対
す
る
御
礼
と

今
後
の
決
意
」を
述
べ
ま
し
た
。 

第
二
部
の
懇
親
会
は
、
被
災
さ
れ
た
会
員

か
ら
当
時
の
状
況
や
、
「
た
し
ろ
か
お
る
紹
介

者
カ
ー
ド
」
の
取
り
組
み
等
を
話
し
合
い
、
最

後
に
全
員
で
腕
を
組
み
「
北
国
の
春
」
を
歌
い
、

「
絆
」
を
深
め
ま
し
た
。 

二
日
目
は
、
宮
古
市
田
老
地
区
町
の
中
心

部
に
向
か
い
、
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ア
の
方
か
ら
「
万

里
の
長
城
」
と
い
わ
れ
る
「
第
三
防
潮
堤
」
の
上

か
ら
、
破
壊
さ
れ
た
町
の
被
災
状
況
の
説
明
を

受
け
る
と
共
に
、
「
大
津
波
発
生
時
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」

を
観
な
が
ら
、
改
め
て
「
自
然
の
猛
威
」
・
「
恐
ろ

し
さ
」を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
浄
土
ヶ
浜
に
お
い
て
観
光
遊
覧
船 

に
乗
り
、
リ
ア
ス
式
海
岸
の
美
し
い
景
色
を
眺 

                     

              

め
、
こ
の
海
が
「あ
の
よ
う
に
荒
れ
狂
う
の
か
」、 

と
思
い
な
が
ら
観
光
船
か
ら
下
船
し
、
「ま
た
来 

年
、
元
気
で
会
お
う
」と
約
束
を
交
わ
し
て
別
れ 

ま
し
た
。 

                                              

絆
を
深
め
た
東
北
ブ
ロ
ッ
ク 

交
流
会
成
功
裡
に
終
わ
る
！ 

 

「戦争させない・９条壊すな！総がかり行動」 

    新潟県内の各地でＯＢ会も行動！ 

 

 

 「えん罪・Ｊ Ｒ 浦和電車区事件」 

 ＝広がりゆく連帯で仲間とともに 

弾圧に抗した 12年＝ 
 

   〝俺たちは無罪だ〟 
       （上映時間  ８０分） 

          頒価   ５００円 

      お申し込みは、各地本ＯＢ会まで 

 

 

 

ＤＶＤが出来ました 

こ
う
こ
う
や 

 
 

＝言葉＝ 

【つなみてんでんこ】 
 
        とは、 

 てんでん・ばらばらに逃げ

なさいという意味ではなく、

「てんでんこ」とは、それぞれ

「自分の命は自分で守る」と

いう防災教育です。 

 

 

 

 

学ぶ防災から 

防潮堤の上で説明を受ける参加者 


